
金
滞
古
蹟
志
巻
廿
三

今
の
地
へ
移
轄
を
命
ぜ
ら
る
。
と
い
へ
り
。
叉
そ
の
か
み
堤
町
に
居

住
せ
し
書
隙
三
筒
屋
の
僻
飽
に
、
元
組
木
下
九
兵
衛
、
利
家
卿
加
賀

入
園
し
給
ふ
初
、
金
津
御
堤
の
越
山
崎
町
民
て
、
邸
地
を
拝
領
仰
付

け
ら
れ
‘
寛
永
十
三
年
火
災
後
町
割
改
り
‘
上
堤
町
に
て
更
に
拝
領

仕
。
と
あ
り
。
右
金
棒
御
堤
と
い
ふ
も
の
、
卸
ち
彼
の
古
停
設
に
芋

掘
藤
五
郎
が
黄
金
を
掘
出
せ
し
跡
と
い
ひ
停
へ
た
る
堤
友
ら
ん
か
。

三
盛
記
に
、
慶
長
十
年
金
城
炎
上
の
事
を
記
載
し
て
、
共
の
頃
南
の

堤
の
脇
に
三
十
三
聞
の
的
場
あ
り
、
共
の
外
に
棲
の
馬
場
あ
り
と
載

せ
た
る
堤
も
、
同
提
の
や
う
に
聞
ゆ
れ
ど
、
共
の
地
理
今
を
以
て
考

索
し
が
た
し
。
叉
三
登
記
に
‘
文
総
元
年
金
城
遊
替
の
時
の
事
を
記

載
し
て
、
佐
久
間
玄
群
居
城
の
頃
は
か
き
あ
げ
の
城
形
た
る
を
、
此

の
時
山
城
に
た
さ
れ
‘
惣
綿
一
・
二
の
曲
輪
、
本
丸
の
廻
り
堤
を
掘
り

け
り
。
彼
の
一
向
宗
末
寺
の
御
堂
坊
主
に
庚
憐
寺
居
住
の
時
、
ち
ゃ

/
¥
と
い
ふ
女
あ
り
て
、
朝
夕
汲
み
た
る
池
あ
り
。
ち
ゃ
/
¥
が
池

と
名
付
く
0

・
た
ど
L
い
ふ
事
見
b
た
り
。
按
守
る
に
、
金
棒
城
は
、

山
城
た
る
に
依
っ
て
、
寛
永
九
年
に
利
常
卿
犀
川
の
川
上
辰
巳
の
用

水
を
疏
建
せ
し
め
、
城
中
へ
取
入
れ
水
掘
に
た
し
給
ふ
。
以
前
は
本

丸
以
下
諸
曲
輪
、
悉
く
澗
掘
に
て
水
手
あ
し
く
‘
故
に
い
に
し
へ
健

4Ie--，
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1

織
日
本
紀
に
載
せ
ら
れ
し
筑
後
守
道
君
首
名
卒
停
に
、
和
銅
末
。
出

第
a
議
後
守
プ
策
=
治
肥
後
回
二
翻
昌
人
生
業
二
局
制
v
修
且
数
耕
替
-
云
々
。

興
且
試
殴
池
刊
以
庚
淑
獄
。
肥
後
味
生
池
ゅ
及
筑
後
往
々
一
阪
池

d

皆
是
也
。

と
も
あ
り
て
、
堤
は
、
印
ち
今
い
ふ
淘
池
の
事
左
り
。
故
に
日
本
紀

に
、
垂
仁
天
皇
の
時
、
令
a
諸
国
-
多
聞
=
池
講
話
棋
八
百
之
。
以
v
農
骨
伊
事
。

内

-bv

因
v
是
百
姓
宮
寛
天
平
太
平
也
。
と
見
h
.
類
家
三
代
格
延
暦
十
九
年

九
月
十
六
日
の
官
符
に
、
宮
v
岡
安
v
民
。
事
勝
昌
良
国
吋
良
問
之
開
。

賢
存
g

構
池
吋
と
も
見
ね
た
り
。
ま
た
堤
或
は
隠
の
字
を
つ
h

み
と
よ

め
る
は
、
土
積
の
義
成
る
ぺ
し
。
俗
に
い
ふ
土
堤
也
と
、
和
訓
架
に

い
へ
り
。
堤
は
山
の
谷
合
友
ど
を
見
立
て
、
土
を
積
み
立
て
築
く
故

の
名
稀
な
る
べ
し
。

O
片
岡
孫
兵
衛
邸
跡

片
岡
氏
は
、
世
々
孫
兵
衛
と
稀
し
、
金
樺
家
柄
町
人
の
一
人
に
て
、
奮

藩
園
初
以
来
町
年
寄
・
銀
座
等
を
勤
め
、
共
の
邸
地
は
上
堤
町
西
側

角
家
也
。
往
昔
此
の
居
邸
に
て
、
金
銀
貨
幣
を
吹
き
た
り
し
故
.
吹

糟
を
ぽ
後
々
ま
で
掘
出
す
事
あ
り
と
い
へ
り
。
明
治
慶
務
の
後
共
の

地
を
費
却
し
‘
今
数
戸
と
成
り
た
り
。

O
片
岡
孫
兵
衛
侮

金
滞
古
蹟
志
巻
サ
三

久
間
盛
政
在
披
以
前
よ
り
抜
地
の
麓
等
に
堤
を
築
き
、
用
水
を
設
け

・
な
し
た
る
な
る
ぺ
し
。
堤
町
の
町
名
も
、
共
の
堤
よ
り
起
り
た
る
・
な

る
べ
け
れ
E
、
共
の
堤
共
は
寛
永
九
年
炭
巴
用
水
を
引
き
て
城
中
の

掘
共
へ
そ
h

ぎ
、
飴
水
を
ぽ
金
津
市
中
へ
及
ぼ
さ
れ
し
故
に
、
此
の

後
往
古
よ
り
の
堤
は
埋
め
し
め
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
三
蜜
記
に
も
‘
寛

永
九
年
の
夏
御
披
火
事
の
悶
.
町
中
に
水
の
手
大
切
に
し
て
‘
不
自

由
た
る
事
を
被
昌
思
召
付
一
何
と
も
い
た
し
犀
川
の
上
よ
り
水
の
あ
が

る
た
く
み
の
あ
る
ぺ
き
ゃ
と
‘
内
々
御
談
合
有
っ
て
、
川
上
辰
巳
と

い
ふ
在
所
の
山
の
根
を
掘
廻
し
て
、
小
立
野
へ
水
上
り
、
製
樋
に
て

所
々
へ
水
を
取
り
、
金
津
町
中
へ
庚
ま
り
け
り
。
と
あ
り
。
閥
屋
政

容
の
古
兵
談
に
も
、
金
滞
披
は
往
古
小
立
野
惑
の
尾
崎
を
掘
切
り

τ

城
郭
と
す
。
共
の
掘
切
は
、
今
奥
村
伊
穂
屋
敷
と
御
城
の
聞
の
蓮
池

た
り
。
共
の
頃
は
か
ら
据
た
り
。
叉
云
ふ
。
蓮
池
の
堀
は
昔
は
澗
掘

に
て
、
高
石
垣
の
所
も
切
立
の
土
手
也
。
有
津
武
貞
の
朱
書
に
云
ふ
。

辰
巳
水
道
出
来
し
て
よ
り
後
、
右
蓮
池
掘
等
水
懸
る
也
と
あ
り
。
按

宇
る
に
堤
は
‘
和
名
抄
に
、
肢
堤
。
和
名
豆
々
=
一
。
腿
又
作
v
堤
。
と

見
h
、
新
撰
字
鏡
に
、
披
肢
。
以
v
土
葱
「
水
也
。
と
あ
り
て
、
日
本
紀

に
、
景
行
天
皇
の
時
、
遺
=
坂
手
池
一
即
竹
蒔
-
注
ハ
堤
上
プ
な
ど
見
b
、
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屋
鋭
を
越
前
屋
と
呼
ぺ
り
。
片
岡
系
聞
に
如
v
左
載
す
。

片

岡

休

峰

卒

春

房

-

足
利
将
軍
之
幕
下
。
和
州
葛
下
郡
居
住

e

幼
名
虎
政
丸

d

中
頃
稀
a

伊一

兵
衛
吋
後

ma伊
橡
二
臨
居
名
休
峰
。
大
永
三
年
五
月
二
日
於

a和州
ニ

卒
a

歳
六
十
九
。
室
"
筒
井
氏
女
.
貞
智
院
。
永
疋
七
年
三
月
六
日
卒

a

一

影
鐙
院

-
休
膝
春
芭

同
所
出
生
。
幼
名
虎
政
.
後
伊
兵
衛
。
法
鉢
稀
昌
休
廠
吋
武
井
肥
後

守
之
姉
帯

d

依
v
之
奥
=
肥
後
-
同
居

d

後
越
前
府
中
休
廊
弟
片
岡
喜

-
布
衛
門
先
建
而
誼
置
場
一
所
居
住
。
故
一
子
西
片
岡
休
臆
・
東
片
岡

一
喜
右
衛
門
二
波
法
弟
稽
=
窓
一
遁
-
也
。
休
臆
天
正
六
年
二
月
五
日
卒
。

歳
八
十
て
室
。
武
井
肥
後
守
妨

d

妙
菩
院
‘
元
亀
三
年
五
月
四

一
日
卒
。
利
家
卿
府
中
御
入
部
被
v
遊
。
御
目
見
被
且
仰
付
吋
御
肴
奉
v

一
獄
。
御
小
袖
拝
領
。
共
後
御
長
万
金
子
五
雨
拝
領
。
休
臨
宅
毎
度

一
辞
遊
=
御
成
-
云
ぺ

-
益
還
I
l
l
i
t
-
-ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

」

片
岡
喜
右
衛
門
。
後
法
鯵
稀
昌
広
一
週
刊
於
=
越
前
府
中
-
天
正
十
三
年
一

八

月

朔

日

死

。

一

「
告
示
休

俗
名
喜
右
衛
門
。
越
前
府
中
居
住
。
慶
長
元
年
金
棒
居
住

e

酒
議




